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こ
の
写
真
は
、
昭
和
二
十
七
年
六

月
、
十
日
町
市
に
続
い
て
郡
内
で
二

番
目
と
い
う
消
防
自
動
車
を
田
沢
村

が
購
入
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。
こ

の
自
動
車
は
当
時
の
金
で
九
十
五
万

円
と
い
う
高
価
な
も
の
で
し
た
。
そ

の
時
、
わ
た
し
は
、
田
沢
村
消
防
団

の
副
団
長
と
村
会
議
員
を
や
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
予
算
獲
得
に
あ
た
っ

て
は
、
自
ら
購
入
の
必
要
性
を
議
会

で
説
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
団
長

以
下
消
防
団
幹
部
が
役
場
に
つ
め
か

け
わ
た
し
を
激
励
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
村
内
に
は
車
も
無
か
っ
た
の
で
、

消
防
自
動
車
は
、
ひ
と
き
わ
且
立
ち

消
防
関
係
者
は
鼻
高
々
で
し
た
。
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保健衛生の

　お知らせ

みなさん
忘れ怠いで
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左
端
が
樋
ロ
さ
ん
で
す
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■レントゲン検診

　8月27日　10：00～10：40／田代生活改善センター前／田代

　　　　　11＝OO～11：20／下山神社前／下山

　　　　　13：00～13：30／清田山神社前／清田山

　　　　　13：50～14：40／重地中村屋前／重地

　8月28日　9：30～10：00／新里集落センター前／原町、新里

　　　　　10：20～11＝40／倉俣診療所前／倉俣

　　　　　13：10～14：10／芋川公民館前／芋川

■母親学級

　8月21日　8：30～9：00／保健センター／妊娠中の栄養、家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　族計画

■妊婦検診

　8月21日　13＝30～14：00／上村病院

■胃集団検診

1脚二櫛後日通知文を配布します・

〃
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⑫⑧
休日救急医（千手診療所豊68－2034）

15㈱
清田山自然運動公園まつり（右下参照）

全国戦没者追悼式農地転用許可申請〆切

16（木）

成人式（対象者S38．4．2～39．4．1総合センター8：30～）

17③
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）
少年団碁教室（17・18・20・21・22・23・24・25・27・28・平日15＝30

～17：30・土曜日13：30～15：30）

⑲（9）
新潟県観光キャンペーン（清田山での野菜収穫）
休日救急医（大島医院盈52－2957）

20　　（月）
飲酒運転追放の日
農家相談室（役場19：00～21：00）

21（火）
母親学級・妊娼検診（詳細右参照）

22㈱ 三校交流学覆会（清田山キャンプ場）

23（木）

24㈹
高齢者講座津南町（老ク）との交流会（津南町総合センタ
ー）心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

25出
新潟県観光キャンペーン（清津峡越え）

⑳㈱
休日救急医（中条病院857－3018）

27　　（月）
レントゲン検診（田代・下山・清田山・重地）詳細右参照

28依）
レントゲン検診（原町、新田、倉俣、芋川）詳細右参照

31③
心配ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

②（翼1
休日救急医（下条山口医院魯55－2003）

3（月）

交通事故穆勘相談所（十日町市役所10：00～15：00）

胃集団検診（後日通知）

4㈹
胃集団検診（後日通知）

5（水）
胃真団検診（後日通知〉

6（利
胃集団検診（後日通知）

7㈹
穆働消費生活センター（貝野多目的集会施設13：00～15：00）
胃集団検診（後日通知）心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

⑨㈲
休日救急医（至誠堂医院費52－3276）

10（月〉
交通安全家庭の日
胃集団検診（後日通知）

シ
ー
ト
ペ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う
〃
”

髪～％、は道路を守る月間です。道づくり豊かな街の第一歩

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

今
月
の
藻
紙
，

　
田
沢
小
学
校
の
自
転
車
教
室

の
模
様
で
す
。
自
分
の
自
転
車

で
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
乗
り
方
は
危
険
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
夏
休
み
中
に
自

転
車
で
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

組
畠
管
困

▼
と
て
も
暑
い
毎
日
が
続
い
て

い
ま
す
。
暑
さ
か
ら
く
る
ち
ょ

っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
が
重
大

交
通
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

海
や
山
へ
行
く
機
会
の
多
い
こ

の
ご
ろ
で
す
が
、
過
労
運
転
を

し
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
中
里
村
で
は
、
歩
行

者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
道
路
の
横
断
に
は
、
特

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
川
に
ゴ
ミ
が
つ
か
え
て
異
臭

を
発
つ
季
節
で
す
。
川
に
ゴ
・
・
、

を
捨
て
る
人
が
後
を
た
ち
ま
せ

ん
。
下
流
の
人
た
ち
の
こ
と
を

考
え
、
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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ご意尼蘇穂

侵
合
ん
組
さ
同
穂
慨
茂

業
農
本
村
山

里中

三位一体の取り組みを

　沖里村の産業をおこすためにはモという

テーマで意見を求められ、簡単に受けたので

あるが、さて具体的に何をすれば中里村が良

くなるかは、これが特効薬的なものであると

断言するのは難しい。ただいたずらに理想論

をぶっても空論でしかなく説得力もない。

その土地のおかれている地理条件、風土に

合った産業をということになる。中里村も、

国道、広域農道等を拠点として、それにふさ

わしい施策が必要となろう。企業誘致が考え

られるが利潤面から敬遠されないよう積極的

な受入れの環境整備をやらなければならない。

農業立村として農業振興を考えたい。米作

については、減反、米価の抑制、外米の輸入

等で、国の農政に対する不信から規模の大小

を問わず、稲作農家全体の米の生産意欲の低

下と稲作技術の粗放化による収益の減退をき

たすことが心配される。稲作の活性化のため

の指導の充実を痛感する。畑作については、

生産量の拡大と並行し、流通機関の情報を的

確に捕え市場価値のあるものを、作目別の計

画的な生産体系のもとで産地間競争に打ち勝

ち、生産者の意欲の高揚に資するよう努力し

なければならない。

　いずれにしても生産者、行政、農協の三位

一体の取り組みが肝要である。
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茨城県黒美村

　翻地薗治糞ピ糧の交流’霊
墾葉梁の豊鶴嚢台劔地欝灘禽が璽灘騰

訪れた二とがきっか嫉義な》馨漆が纏糠驚

類蒙掌。邸地の人た鯵縁．馨夏、鵯を誌舞

趨然を淵喫し、栂が鑛融、樋地内驚難藻聴

灘醸簾を驚《な老鷺滋疲灘霧籍撫過1
鎌嬉纏活薫を鯉ぴ鶏雛灘欝鎌璽獅

　　　　　　　　　灘翻を灘鰻翻、
　水の蕊る毒と　　の水が、麟渓驚鋤罐購、

躰う隣㌶蘇調齢嫌搬いても・講議浜、。
霧綜、道憲麺纏毒ヤンプ場奪どを講った鱗活勧セン蓼嚢

一を灘癖濠た，毒蚊獄、往饒の擬簿を幽上謬慧鵜た鱗

の、きのご懲やヲイ製鋭ン霧センター獄ε懸建毅し・禽・

・撒郷鍛の穣鍵の課養墓地的鞍鞍羅輪め難糠轟諜。綴

山梨県道志村

　
い
ま
全
国
各
地
で
過
疎
を
は
ね
か
え
そ
う
と
様
々
な
村
づ
く
り

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
に
は
、
都
会
の
人
た
ち
の

ふ
る
さ
と
志
向
を
生
か
し
た
村
づ
く
り
、
ス
キ
ー
場
な
ど
観
光
資

源
を
生
か
し
た
村
づ
く
り
、
野
菜
な
ど
特
産
物
を
生
か
し
た
村
づ

く
り
な
ど
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
村
づ
く
り
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
先
般
、
商
工
会
主
催
の
講
演
会
に
来
ら
れ
た
萩
原
茂
裕
先
生
も

自
分
た
ち
の
地
域
を
良
く
知
り
好
き
に
な
る
こ
と
が
村
づ
く
り
の

第
一
歩
で
あ
る
と
話
し
て
い
ま
す
。
過
疎
…
…
停
滞
と
な
げ
い
て

ば
か
り
い
て
も
村
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
中
里
村
を
良

く
す
る
よ
う
考
え
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
、
全
国
各
地
の
村
づ
く
り

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
村
内
で
特
産
品
づ
く
り
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

ー
ミ
Q
o
l
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、麟騰霧9を欝め諜じ驚。奮懸嵐醸繭の

覇撰鐸講繋灘欝 含
　
　
　
　
　
　
　
　
如
来
寺
服
部
松
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
稲
作
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
カ
シ
ユ
リ
栽
培
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
の
安
定
を

　
水
田
三
・
六
診
の
経
営
面
積
で
は
、
専
業
農
家
と
し
て
自

立
し
て
い
く
こ
と
が
無
理
と
考
え
、
転
作
を
契
機
に
減
反

田
を
利
用
し
て
ス
カ
シ
ユ
リ
の
球
根
と
切
り
花
を
出
荷
し

て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
今
後
切
り
花
の
栽
培
に
ウ
エ
ー

ト
を
置
い
て
い
く
考
え
で
す
。
切
り
花
の
栽
培
は
品
種
の

選
定
、
出
荷
方
法
、
栽
培
技
術
な
ど
種
々
の
問
題
が
あ
り

ま
す
が
、
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
切
り
花
の
出
荷
は
、
一
つ
の
畑
で
三
日
位
で
す
か
ら
、

標
高
差
を
利
用
し
、
長
く
出
荷
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
稲
作
と
ス
カ
シ
ユ
リ

栽
培
の
二
本
立
て
で
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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（
・
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》
く
ご
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～
～
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・
　
　
　
　
堀
之
内
　
山
岸
角
太
郎
さ
ん

　
　
ー
麟
・
螺
染
色
技
術
を
生
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
の
ぼ
り
を
生
産

　
着
物
の
染
加
工
か
ら
心
機
一
転
、
現
在
の
鯉
の
ぼ
り
を

主
体
と
し
た
広
幅
織
物
プ
リ
ン
ト
加
工
に
転
換
し
た
の
が

今
か
ら
五
年
程
前
に
な
り
ま
す
。

　
従
来
の
鯉
の
ぼ
り
に
、
着
物
に
も
良
く
使
用
す
る
金
箔

加
工
を
施
し
、
一
段
と
豪
華
な
新
規
商
品
を
作
り
出
す
こ

と
が
一
番
の
目
標
で
し
た
。
生
地
が
ナ
イ
ロ
ン
の
た
め
、

技
術
を
確
立
す
る
ま
で
の
約
六
ヵ
月
間
は
、
研
究
試
作
の

繰
り
返
し
で
、
大
分
難
儀
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
得
意
先

の
開
拓
、
受
注
、
設
備
の
拡
充
と
一
歩
一
歩
計
画
を
達
成

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
、
努
力
不
足
の
た

め
、
決
し
て
順
調
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
次
な
る
新
商
品

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
小
山
貫
一
さ
ん

　
　
　
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
め

　
　
蹴
凝
響
桐
の
柾
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
を
乗
せ
て

　
雪
の
影
響
か
妻
有
の
桐
で
作
っ
た
下
駄
は
、
年
輪
が
堅

く
柾
目
も
美
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
廃
材

を
生
か
そ
う
と
小
箱
作
り
を
始
め
て
三
十
年
、
間
屋
納
め

の
既
成
箱
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
商
品
に
切
り
替
え
て
一
年
に

な
り
ま
す
。
掛
軸
箱
か
ら
書
籍
箱
、
状
差
し
や
額
、
特
に

進
物
品
に
三
段
の
小
引
出
し
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
注
文

に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
と
作
り
ま
す
が
、
最
近
、
観
光
客
向

け
の
土
産
品
も
手
が
け
、
県
外
の
人
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
雪
深
い
奥
越
後
の
温
か
み
を
桐
製
品
で
表
現
で
き
た
ら

と
工
夫
し
、
ま
だ
ま
だ
、
手
さ
ぐ
り
の
状
態
で
す
が
、
一

人
で
も
多
く
の
人
々
に
喜
ば
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
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～
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～
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田
代
　
滝
沢
セ
ツ
さ
ん

　
　
欝
．
、
．
欝
七
ツ
釜
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
か
し
民
宿
経
営

　
中
里
村
の
貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
る
七
ツ
釜
を
生
か
し

観
光
の
き
っ
か
け
に
と
、
昨
年
の
十
月
か
ら
民
宿
経
営
を

は
じ
め
ま
し
た
。
田
代
地
区
は
、
両
側
か
ら
山
が
迫
り
、

と
て
も
景
色
の
よ
い
所
で
す
。

　
ま
だ
、
始
め
て
二
年
目
で
す
が
、
不
慣
れ
な
が
ら
も
、

来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
に
心
か
ら
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ

き
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
念
願
に
、
一
生
け
ん
め
い

ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
。

　
料
理
は
、
山
菜
・
川
魚
料
理
を
中
心
に
新
鮮
な
も
の
を

食
べ
て
い
た
だ
く
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
山
菜

料
理
は
、
都
会
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
田
舎
の
民
宿
の
素
朴
な
良
さ
を
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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村
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
求
め
て
い
る
人
た
ち
に
、
中
里
村
の

豊
富
な
自
然
と
温
か
い
人
惰
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に

ま
ち
と
田
舎
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
「
ふ
る
さ
と
中
里
の
会
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
中
里
の
会
に
入
り
ま
す
と
ふ
る
さ
と
の
家
の
紹
介
、

ふ
る
さ
と
の
便
り
郵
送
、
ふ
る
さ
と
の
香
り
の
送
付
な
ど
を
行

う
予
定
で
す
。
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
ぜ
ひ
、
親

類
、
知
人
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
8
ノ

ふ
る
さ
と
中
里
の
会
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
（
会
則
案
）
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

（
目
的
）

第
一
　
こ
の
会
は
、
次
第
に
失

わ
れ
て
い
く
美
し
い
自
然
を
保

存
し
、
人
間
性
豊
か
な
ふ
る
さ

と
づ
く
り
を
す
す
め
、
ま
ち
と

い
　
な
か

田
舎
の
交
流
を
深
め
、
さ
ら
に

は
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

第
二
　
こ
の
会
の
事
務
局
は
、

中
里
村
役
場
、
開
発
課
内
に
置

き
ま
す
。
内
線
4
1

㈲
二
回
目
以
降
の
利
用
は
、

　
ふ
る
さ
と
の
家
に
直
接
予
約

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＠
予
約
後
の
取
り
消
し
、
変

　
更
は
、
必
ず
ふ
る
さ
と
の
家

　
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

鋤
ふ
る
さ
と
の
便
り
を
お
届
け

し
ま
す
。

　
ω
年
十
二
回
村
の
広
報
紙

　
「
広
報
な
か
さ
と
」
を
お
送

　
り
し
ま
す
。

　
⑰
村
の
近
況
行
事
を
紹
介
す

　
る
「
ふ
る
さ
と
中
里
の
会
」

　
の
会
報
を
送
り
ま
す
。

　
⑲
会
員
の
投
稿
を
紹
介
し
ま

　
す
。

別
ふ
る
さ
と
の
香
り
を
お
届
け

し
ま
す
。

　
↑
○
年
五
回
ふ
る
さ
と
の
特
産

　
物
な
ど
を
送
り
ま
す
。

舅倉1覇

（
会
員
）

第
三
　
こ
の
会
の
目
的
に
賛
同

し
、
所
定
の
手
続
き
を
さ
れ
た

方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
会
員

に
な
れ
ま
す
。

●
会
員
は
一
世
帯
を
単
位
と
し

一
世
帯
三
口
ま
で
加
入
で
き
ま

す
。●
会
員
は
、
職
場
や
地
域
な
ど

人
の
集
ま
る
所
や
友
人
、
知
人

を
通
じ
、
積
極
的
に
中
里
村
の

P
R
に
努
め
ま
す
。

（
会
費
）

第
四
　
こ
の
会
の
会
費
は
、
ニ

カ
年
間
五
万
円
を
一
口
と
し
、

一
括
払
い
と
二
回
の
分
割
払
い

が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
計
画
で
す
が
、
天
候

そ
の
他
の
事
情
で
、
内
容
、
時

期
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑰
希
望
が
あ
れ
ば
、
有
料
で

　
各
物
産
の
個
別
注
文
も
お
受

　
け
し
ま
す
。

の
品
質
に
は
、
十
分
注
意
し

ま
す
が
、
万
一
変
質
等
の
事

故
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
返
品

後
交
換
い
た
し
ま
す
。

ω
品
質
等
の
向
上
の
た
め
、

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
回
実
施
い

　
た
し
ま
す
。

㈲
ふ
る
さ
と
施
設
利
用
の
割
引

　
e
の
賛
助
会
員
の
施
設
で
は
、

　
割
引
を
し
ま
す
。

　
⑰
清
田
山
自
然
運
動
公
園
の

（
入
会
方
法
）

第
五
　
入
会
希
望
の
方
は
、
所

定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
会
費
と
と
も
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
会
費
納
入
者
の
世
帯
全
員
を

会
員
に
認
定
し
、
会
員
台
帳
に

登
載
し
、
会
員
証
を
交
付
し
ま

す
。（
特
典
）

第
六
　
会
員
に
は
、
次
に
掲
げ

る
各
種
特
典
が
あ
り
ま
す
。

D
ふ
る
さ
と
の
家
を
紹
介
し
ま

す
。
　
↑の
会
員
が
ふ
る
さ
と
の
家
に

　
宿
泊
し
た
場
合
の
料
金
一
人

　
一
泊
一
一
食

　
大
人
（
中
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
三
千
五
百
円

　
小
人
（
三
歳
～
小
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
円

乳
幼
児
　
無
料

昼
食
　
一
人
百
円
引
き

⑰
右
記
料
金
は
、
毎
年
四
月

に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

の
寝
具
、
風
呂
、
食
事
に
つ

い
て
は
、
　
一
切
ふ
る
さ
と
の

家
で
提
供
し
ま
す
。

⑭
会
員
が
ふ
る
さ
と
の
家
に

宿
泊
を
希
望
す
る
場
合
は
、

一
週
間
前
ま
で
に
事
務
局
に

連
絡
し
、
承
諾
を
得
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
八
月
、
十

月
～
十
一
月
上
旬
は
、
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

利
用
料
金
を
割
引
ま
す
。
た

だ
し
、
環
境
保
全
協
力
費
一

人
百
円
は
除
き
ま
す
。

の
中
里
村
養
魚
セ
ン
タ
ー
つ

　
り
堀
り
の
割
引

　
⑭
ふ
る
さ
と
の
川
で
の
魚
つ

　
り
、
遊
魚
券
は
ふ
る
さ
と
の

　
家
に
あ
り
ま
す
。

　
㈲
ω
～
⑰
に
つ
い
て
は
、
必

　
ず
会
員
証
を
提
示
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
（
脱
会
）

第
七
、
次
の
場
合
は
、
会
か
ら

脱
会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

qD

納
入
期
限
が
過
ぎ
て
も
、
会

　
費
未
納
の
と
き

の
会
の
主
旨
に
反
し
、
会
員
ら

　
し
か
ら
ぬ
行
為
を
し
た
と
き

㈹
会
員
の
意
志
に
よ
り
、
脱
会

　
届
け
が
あ
っ
た
と
き
。

（
補
足
）

　
こ
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す

場
合
は
、
要
綱
を
改
正
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

一
轟
㎏
n
『

“
雛
、

　　　　　　清津郷会

　　　　　　山本松三郎さん

　　　　　　　　　　（江戸川区）

　ふるさと中里の会について

　昨今の都市生活者の消費志向し特

に食品関係）は、自然食品を要求す

る傾向が強くなってきました。品物

の出回りは豊富で季節感はなく飽和

状態になっていますが、それにっれ

て人の昧覚は、更に高級な昧を求め

て参ります。

　こういう面から考えますと、ふる

さとで味わった自然にできたもの、

山菜にしろ、農産物にしろとても懐

かしくなってきます。母村では、県

外居住者に呼びかけてミふるさと中

里の会モをスタートさせる準備をし

ていると聞きます。会員制にして四

季折々の特産品の郵送やふるさとの

家の紹介などにいろいろとあるよう

です。この会のスタートにあたって

は、皆さん奮ってご入会の上、タッ

プリ郷土色を楽しんでいただきたい

と思います。原稿依頼もあり拙い文

を投稿した次第です。

　
　
　
　
　
　
　
去
る
七
月
九

　
　
　
　
　
　
日
　
清
津
峡
温

　
　
　
　
　
　
泉
雪
崩
災
害
現

　
　
　
　
　
　
場
で
、
清
津
峡

　
　
　
　
　
　
雪
崩
防
止
林
造

　
　
　
　
　
　
成
工
事
の
起
工

　
　
　
　
　
　
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
起
工
式
に
は
、
上
村
村

長
を
は
じ
め
、
四
区
選
出
代
議

士
、
地
元
県
議
、
国
・
県
の
工

事
関
係
者
等
四
十
人
が
列
席
し

ま
し
た
。

　
式
の
は
じ
め
に
、
二
月
九
日

の
雪
崩
災
害
で
な
く
な
っ
た
五

人
に
対
し
、
献
花
と
黙
と
う
が

さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

神
事
が
行
わ
れ
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
上
村
村

・
欝

鍾
璽
ρ
　
．

轟凋爆量，
▲二度と二のような二とのないように

長
は
「
緑
に
囲
ま
れ
た
今
の
清

清
峡
か
ら
　
あ
の
よ
う
な
災
害

は
想
像
で
き
な
い
　
今
後
、
被

災
者
と
村
が
一
体
と
な
っ
て
、

復
興
に
努
力
し
た
い
」
と
　
述

べ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
前
橋
営
林
局
治
山

課
長
か
ら
工
事
の
概
要
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
説
明
に
よ
り

ま
す
と
、
雪
崩
危
険
地
域
（
三
・

六
診
）
を
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

実
施
し
、
今
年
度
は
緊
急
性
の

高
い
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
に
、
高
さ

四
・
五
后
の
防
止
柵
十
二
基
（
総

延
長
百
四
十
二
ど
を
設
置
す

る
計
画
で
す
。
こ
の
工
事
は
、

五
千
七
百
五
十
万
円
を
要
し
、

十
一
月
末
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
　
ま
た
、
県
で
は
左
岸
に
、
四

十
三
年
に
工
事
し
た
三
百
十
后

の
段
切
に
加
え
、
高
さ
三
層
横

六
灯
の
防
止
柵
四
基
を
横
一
列

に
設
置
す
る
計
画
で
す
。

　
清
津
峡
温
泉
地
域
の
復
興
計

画
に
つ
い
て
は
、
清
津
峡
が
中

里
村
最
大
の
観
光
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
慎
重
に
対
処
し
、
清
津

峡
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
よ

う
地
元
と
と
も
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
県
営
土
地
改

　
　
　
　
　
　
良
事
業
と
し
て

　
　
　
　
　
　
広
域
農
道
整
備

　
　
　
　
　
　
事
業
が
進
め
ら

　
　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
広
域
農
道
と
し

て
認
可
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国

道
三
五
三
号
線
桔
梗
原
入
口
か

ら
、
津
南
町
赤
沢
に
至
る
十
一

棲
で
す
。
こ
の
工
区
に
昨
年
度

六
千
万
円
の
予
算
が
つ
き
、
計

画
測
量
と
用
地
買
収
の
一
部
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

新
た
に
七
千
万
円
の
予
算
が
つ

き
、
中
里
村
と
津
南
町
の
両
方

か
ら
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
中
里
村
分
と
し
て
は
、

桔
梗
原
入
口
か
ら
稲
荷
様

の
後
方
に
至
る
三
百
六
十

短
の
路
盤
整
備
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
桔
梗
原
入
口
か
ら
芋
川

の
県
道
中
深
見
越
後
田
沢

停
車
場
線
ま
で
の
千
五
十

七
折
の
間
は
、
通
学
等
生

活
道
路
と
し
て
の
使
用
が

認
め
ら
れ
、
歩
道
が
つ
く

他
、
冬
期
間
も
無
雪
に
な

る
予
定
で
す
。

　
桔
梗
原
と
芋
川
を
結
ぶ

橋
は
全
長
二
百
二
十
五
層
車
道

幅
員
五
・
五
后
、
歩
道
一
・
五

層
の
傾
斜
の
あ
る
橋
と
な
り
ま

す
。
こ
の
橋
の
建
設
は
、
順
調

に
行
け
ば
昭
和
六
十
一
年
こ
ろ

に
な
る
予
定
で
す
。

　
去
る
八
月
二
日
　
工
事
の
起

工
式
が
、
桔
梗
原
で
行
わ
れ
、

地
元
選
出
国
会
議
員
を
は
じ
め

県
議
会
議
員
、
国
・
県
関
係
者

約
百
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
広
域
農
道
に
よ
り
橋
が

新
設
さ
れ
れ
ば
倉
俣
地
区
へ
の

交
通
の
利
便
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
と
思
わ
れ
、
早
期
完
成

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

▲中里村の発展の道となれ
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▲山菜の素朴な味大好評（清津峡）

　
第
十
四
回
清
津
峡
ま
つ
り
が

七
月
二
十
二
日
、
三
会
場
を
舞

台
に
行
わ
れ
延
三
千
人
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
清
津
峡
温
泉
が
雪

崩
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
前
夜
祭
は
と
り
や
め
二

十
二
目
の
｝
日
だ
け
の
祭
り
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
の
祭
り
の

特
徴
は
、
清
津
峡
ま
つ
り
の
一

環
と
し
て
、
清
田
山
自
然
運
動

公
園
と
七
ツ
釜
で
多
彩
な
行
事

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　
三
会
場
で
実
施
し
た
背
景
に

は
、
清
津
峡
ま
つ
り
を
村
を
上

げ
た
観
光
ま
つ
り
と
し
、
観
光

客
の
呼
べ
る
ま
つ
り
に
し
た
い

と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
ま

だ
、
清
田
山
自
然
運
動
公
園
で

も
七
ツ
釜
で
も
観
光
客
か
ら
、

収
益
を
上
げ
る
体
制
づ
く
り
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
除
々
に

収
益
の
上
が
る
観
光
地
に
じ
て

　
　
　
　
れ
ま
　
　
　
せ
ん
。

レ
ホ
ラ
そ
こ
に
大
き
い
の
が
い
る

〈
ソ
ー
メ
ン
流
し
大
好
評
（
清
田
山
）

▲竹の子汁のあとはカラオケ大会を楽しむ（田代）

h謄

　む　　　ロロ　　　ルロじ　　　ドロロ　　　　　　
ンコールえ…急に貫われても（田代）

涛
岬
一

螺

第
四
チ
ー
ム
優
勝

　
　
　
　
　
応
擾
賞
も
獲
得

　
す
ば
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま

れ
、
第
八
回
村
民
体
育
祭
が

七
月
二
十
九
日
、
田
沢
小
中

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
約
六

百
人
が
集
ま
り
熱
戦
を
操
り

広
げ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
昨
年
第
二
位
の

第
四
チ
ー
ム
（
清
津
峡
、
高

道
山
地
区
）
で
す
。
第
四
チ

ー
ム
は
、
応
援
の
部
門
で
も

一

手
づ
く
り
の
ス
カ
ー
ト
な
ど

を
工
夫
し
、
ユ
ー
モ
ア
に
富

ん
だ
応
援
を
繰
り
広
げ
、
応

援
賞
に
も
輝
き
ま
し
た
。

★
成
績

第
一
位
第
四
チ
ー
ム
（
清

　
　
　
津
峡
、
高
道
山
地
区
）

第
二
位
　
第
三
チ
ー
ム
（
干

　
　
　
溝
、
荒
屋
、
山
崎
、

　
　
　
通
り
山
、
桔
梗
原
、

　
　
　
芋
川
新
田

第
三
位
第
一
チ
ー
ム
（
芋

応
援
賞
桂沢
、　　、

田
沢
、
東
田
沢

如
来
寺
、
豊
里

第
四
チ
ー
ム

、
麺
湘

’
難潤

鼻
◎
“

、
灘竃鴫

濠、



簗
q
o
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㊧
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ゆ
き
つ
ぼ
き
号
来
村

消
費
者
の
地

　
県
内
各
地

　
　
が
巡
回

苦
情
相
談
な
ど
を
行
い

　
　
　
　
　
お
い
で
く

㊨細㊧管

知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
大
会

は
、
日
ご
ろ
中
学
生
が
考
え
て

い
る
清
新
か
つ
建
設
的
な
意
見

を
発
表
す
る
場
で
す
。
中
里
村

か
ら
も
三
校
の
代
表
三
名
が
発

表
し
ま
す
。
誘
い
合
わ
せ
て
、

お
聞
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
日
時
　
八
月
二
十
一
日
㈹

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

★
場
所
　
十
日
町
市
民
会
館

警
療
官
の
募
集
（
高
卒
）

　
県
警
で
は
、
い
ま
来
年
四
月

採
用
の
警
察
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

★
受
験
資
格
　
採
用
時
二
十
八

　
　
歳
未
満
で
、
高
校
卒
業
程

　
　
度
の
学
力
を
有
す
る
男
子
。

★
受
付
期
間
　
七
月
十
三
日
～

　
　
九
月
八
日
。

★
第
脚
次
試
験
九
月
二
士
一
百

　
な
お
、
詳
し
く
は
駐
在
所
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

明
，
，
，
」
紡
φ
勤
き
「
一
，
，
ノ

午
後
一
時
～
三
時

貝
野
多
目
的
集
会
施
設

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　
自
分
の
好
き
な
歌
を
思
い
っ

き
り
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
貝

野
の
青
年
六
人
が
中
心
と
な
っ

て
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
を
つ
く
り

ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
も
加

入
し
ま
せ
ん
か
。
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
ど

う
ぞ
。

★
会
費
　
月
　
五
百
円

★
連
絡
先

　
　
井
ノ
川
良
信
　
本
屋
敷

　
　
　
a
六
三
ー
三
七
〇
〇

層一■■口口■■■ロー一■一■一8
★
清
津
峡
雷
崩
防
止
林
造
成
工

　
事
起
工
式

　
七
月
九
日
、
清
津
峡
温
泉
で

雪
崩
防
止
林
造
成
工
事
の
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
一
番
雪
崩
の
発
生
し
や
す

い
所
に
、
十
二
基
の
雪
崩
防
止

柵
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

★
第
二
口
地
地
区
ほ
場
壁
備
竣
工
式

　
七
月
十
日
、
第
二
重
地
地
区

ほ
場
整
備
の
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
度
か

ら
工
事
が
進
め
ら
れ
、
昨
年
度

完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
場
整

備
に
よ
っ
て
、
二
十
・
四
診
が

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

★
交
対
協
幹
事
会

　
七
月
十
一
日
、
夏
の
交
通
事

故
防
止
運
動
を
控
え
、
こ
の
運

動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
交
対

協
幹
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

交
通
指
導
所
や
交
通
安
全
教
室

な
ど
種
々
の
行
事
を
実
施
し
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

★
清
田
山
自
然
運
動
公
園
全
天

　
候
テ
ニ
ス
コ
監
卜
完
成

　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
に
全

天
候
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成

し
、
七
月
二
十
二
日
コ
ー
ト
開

r
　
　
区
画
二
十
彗
の
水
田
に
生
ま
　
　
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
一
一
一
一
一
一
“
一
一
一
一
一
麟
一
一
一
一
一
一
』

　
新
潟
県
少
年
の
主
張

　
響
面
干
臼
町
・
嚢
天
会

　
み
な
さ
ん
、
今
の
中
学
生
が

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か

　
　
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
訓
練
生
募
集

★
応
募
資
格

　
な
お
、
県
立
職
業
訓
練
校
は

県
内
に
六
校
あ
り
ま
す
。
十
日

町
高
等
職
業
訓
練
校
は
、
工
芸

織
物
科
二
十
名
、
染
色
工
芸
科

二
十
名
、
デ
ザ
イ
ン
科
二
十
名

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
新
潟
県
商
工
労

働
部
職
業
訓
練
課
ま
で
。

　
8
0
二
五
二
i
二
三
ー
五
五
二

層口』■一■8口●一一■●口●一8一層

　
　
交
通
安
全
家
族
会
繊

　
　
　
　
　
　
作
文
募
集

　
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
交
通

安
全
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
内

容
や
方
法
、
話
し
合
っ
た
結
果

実
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
応
募
期
問
　
七
月
一
日
～
九

　
　
　
　
　
　
月
二
十
日
ま
で

　
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
役

場
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は

　
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

　
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

★
受
付
期
間

　
九
月
三
日
～
九
月
二
十
九
日

★
選
考
日

　
十
月
十
五
日

水
洗
ト
イ
レ
を
使
用
の
人

浄
化
槽
は
正
常
で
す
か

五
、
失
業
給
付
を
受
け
ら
れ
る

　
日
数
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

六
、
賃
金
日
額
の
算
定
の
基
礎

　
と
な
る
賃
金
の
範
囲
が
変
更

　
さ
れ
る
と
と
も
に
、
失
業
給

　
付
の
額
が
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

七
、
保
険
料
の
免
除
年
齢
は
、

　
昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
六
十

　
四
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
職
業
安

定
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
君
五
七
－
二
四
〇
七

昭
和
五
十
九
年
展
新
潟
県

芸
術
祭
文
芸
郎
門
作
品
募
集

　
い
で
く
だ
さ
い
。

三
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
だ

　
け
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

★
応
募
種
目

●
小
説
（
一
般
）
四
百
字
詰
原
稿

　
用
紙
五
十
枚
以
内
　
　
（
高
校

　
生
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二

　
十
枚
以
内
）
。

●
詩
（
一
般
・
高
校
）
四
百
字

　
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以
内
で
現

　
代
詩
と
す
る
。

●
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
（
一
般

　
高
校
）
一
人
新
作
五
句
を
一
編

★
応
募
締
切
　
十
月
九
日
伽

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
新
潟
県

教
育
庁
文
化
行
政
課
（
〇
二
五
〒

二
一
〒
蓋
＝
㊦
美
茜
）
ま
で
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浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
家

の
方
、
浄
化
槽
の
機
能
は
正
常

で
す
か
。
夏
は
、
特
に
臭
い
が

気
に
か
か
り
ま
す
の
で
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
に
つ
い

て
は
、
県
の
規
則
に
定
め
て
あ

り
ま
す
の
で
、
専
門
業
者
に
委

託
し
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
掃
は
年
一
回
以
上

　
浄
化
槽
を
長
く
使
用
し
ま
す

と
、
浄
化
槽
内
に
汚
泥
が
た
ま

り
ま
す
。
汚
泥
が
た
ま
り
す
ぎ

ま
す
と
、
正
常
な
機
能
を
発
揮

し
な
く
な
り
ま
す
。
清
掃
回
数

に
つ
い
て
は
、
　
一
概
に
い
え
ま

せ
ん
が
一
年
に
一
回
以
上
は
必

要
で
す
。

　
水
を
き
ち
ん
と
流
そ
う

一
、
ト
イ
レ
の
水
は
き
ち
ん
と

　
流
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
洗
剤
や
塩
酸
は
使
用
し
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
法
の
改
正

　
失
業
し
た
人
た
ち
が
一
日
も

早
く
再
就
職
で
き
る
よ
う
雇
用

保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
八
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
改
正
内
容

一
、
早
期
に
再
就
職
し
た
人
に

　
は
、
再
就
職
手
当
が
支
給
さ

　
れ
ま
す
。

二
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
に
は

　
従
来
の
基
本
手
当
で
は
な
く

　
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
、
六
十
五
歳
以
上
で
新
た
に

　
雇
用
さ
れ
る
人
は
、
被
保
険

　
者
に
な
り
ま
せ
ん
。
　
（
た
だ

　
し
、
希
望
者
は
一
回
限
り
加

　
入
で
き
ま
す
。
）

四
、
定
年
等
で
退
職
し
た
人
に

　
は
、
受
給
期
間
延
長
制
度
が

　
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
行
政
書
士
試
験
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

★
試
験
日
　
十
月
二
十
八
日
㈲

★
受
付
時
間
　
午
後
O
時
二
十

　
　
　
　
分
～
五
十
分
ま
で

　
　
　
　
後
四
時
半
ま
で

　
　
　
　
月
七
日
ま
で

地
方
課
行
政
係
ま
で
。

★
試
験
時
間
　
午
後
一
時
～
午

★
試
験
場
　
新
潟
市
立
宮
浦
中
学
校

★
受
付
期
間
　
九
月
一
日
～
九

　
詳
し
く
は
、
新
潟
県
総
務
部

海
技
免
状
の
切
換
え

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
三
十
日

か
ら
、
旧
様
式
の
海
技
免
状
を

種
別
毎
に
、
新
様
式
の
海
技
免

状
に
切
換
え
て
お
り
ま
す
。

　
海
技
免
状
受
有
者
は
、
新
潟

県
海
運
監
理
部
船
員
部
労
政
課

（
窪
垂
函
四
⊥
ハ
≡
㊧
二
一
6
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
年
歌
会
始
の
お
題

お
よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

！v（㌧

加

さと
今
9
は
海
へ

つ
杁
マ
い
．
て
礼
ら
㌧

き
し
も
．
、

　
　
　
　
疹

　
　
　
　
レ

　
　
　
　
え

ろ
㌧

覇
キ
ゴ
プ
の
も
ザ

　
い
い
が
熔

あ
ー
も
う

　
い
や
．
ー
．

○

、

もさ
ヒ
o
う
そ
ザ

ワ
町
な
い
牲
修
り
あ
，

）ψ一r促／一1』／、／

この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

一
、
歌
会
始
の
お
題

　
　
「
旅
」

二
、
詠
進
の
期
間

　
　
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一

　
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合

　
は
消
印
が
十
一
日
ま
で
の
も

　
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

三
、
郵
便
の
あ
て
先

　
　
〒
m
東
京
都
千
代
田
区
千

　
代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
と
し
、

　
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

　
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
総

務
課
ま
で
（
内
線
二
十
一
番
）
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
香
典
返
し

　
倉
俣
　
斉
喜
泰
男
　
五
万
円

　
　
　
九
豪
雪
記
録
集
申
込
み

役
場
で
は
、
昭
和
二
十
年
以
　
　
★
申
込
先

来
の
豪
雪
と
い
わ
れ
、
中
里
村

始
ま
っ
て
以
来
の
大
災
害
を
も

た
ら
し
た
五
九
豪
雪
の
記
録
集

の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
記
録
集
が
九
月
下
旬
こ

ろ
で
き
上
が
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
役
場
で
は
、
五
九
豪
雪

の
記
録
集
を
お
分
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
一
家
に
一
冊

お

　
　
役
場
総
務
課
行
政
係

★
申
込
締
切

　
　
八
月
三
十
一
日

★
予
定
価
格

　
　
一
冊
　
　
千
円

★
記
録
集
内
容

　
　
　
一
、
雪
へ
の
備
え
（
除
雪
計
画

　
　
　
囲
い
、
野
菜
の
取
り
入
等
）

　
　
　
二
、
雪
と
の
闘
い
（
必
死
の
除

雪
風
景
、
埋
も
れ
る
家
屋
等
）

三
、
豪
雪
の
つ
め
あ
と
（
苗
代

　
の
遅
れ
、
道
路
の
破
損
等
）

四
、
清
津
峡
温
泉
雪
崩
災
害

　
（
必
死
の
救
助
活
動
等
）

五
、
資
料
集
（
降
雪
積
の
記
録

　
被
害
額
の
集
計
等
）

　
後
日
回
覧
で
申
込
み
を
取
り

ま
す
。

加
し
よ
う
早
朝
マ
ラ
ソ
ン

　
気
分
そ
う
快
、
あ
な
た
も
早

朝
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
親
子
連
れ
で
も
お
一
人
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
朝
の
さ
わ

や
か
な
風
の
中
、
い
い
汗
か
い

て
夏
バ
テ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し

よ
，
フ
o

★
期
問
　
八
月
一
日
か
ら
九
月

　
　
三
十
日
ま
で

★
集
合
場
所
　
田
沢
小
中
グ
ラ

　
　
ゥ
ン
ド
朝
五
時
半

★
参
加
費
　
大
人
　
三
百
円

　
　
　
　
　
子
ど
も
　
百
円

★
コ
ー
ス
　
田
沢
小
中
グ
ラ
ウ

　
　
ン
ド
↓
田
中
↓
小
原
↓
宮

　
　
中
え
ん
提
↓
小
原
↓
干
溝

　
　
↓
田
沢
小
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

★
申
込
み
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集

　
　
合
し
て
い
た
だ
き
、
ゆ
っ

　
　
く
り
走
ろ
う
会
の
メ
ン
バ

　
　
ー
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

★
主
催
　
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
会

礎
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

★
種
類
　
甲
種
、
乙
種
及
び
丙

　
種
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
。

★
対
象
者
　
消
防
法
第
十
三
条

　
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
危
険

　
物
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た
は

　
取
扱
所
に
お
い
て
、
危
険
物

　
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
危

　
険
物
取
扱
者
、
危
険
物
の
取

　
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い

　
が
受
講
を
希
望
す
る
危
険
物

　
取
扱
者
と
し
ま
す
。

★
日
時
　
八
月
二
十
二
日
㈱

　
　
　
　
午
前
九
時
～

★
場
所
　
十
日
町
地
域
地
場
産

　
　
　
　
業
振
興
セ
ン
タ
i

★
受
付
期
間
　
八
月
三
日
～
八

　
　
　
　
月
十
五
日
ま
で

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
十
日
町

地
域
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
。

　
　
　
奮
五
七
ー
一
五
五
五

帯
更
生
資
金
貸
付

　
昭
和
五
十
九
年
度
世
帯
更
生

資
金
の
貸
付
限
度
額
が
次
の
表

の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
世
帯
更
生
資
金
を
ご
利
用
に

な
り
た
い
人
は
、
中
里
村
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
台
六
三
－
二
五
二
〇
中
里
村

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

種　　　　類 改正前 改正後

更生資金生業費

　　（特　　別）

840，000 860，000

1，680，000 1，720，000

更生資金技能習得費月額

　　（特　　別）

14，000 16，000

120，000 130，000

身障更生資金生業費

　　（特　　別）

840，000 860，000

2，400，000 2，600，000

身障更生資金技能習得費月額

　　（特　　別）

14，000 16，000

120，000 130，000

生　活　資金　月　額

　　（特　　別）

48，000 50，000

74，000 76，000

福　　祉　　資　　金 150，000 160，000
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も
量
餌

顎鳶⑲譜驚
　
“
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る

ぞ
”
と
い
う
情
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

ス
ッ
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

　
（
六
三
・
二
五
一
一
㊨
二
一
）

澗

　
　
　
　
峯

　
　
　
亀

　
　
亀

、

義脚の晒参庸
　ワダスゲ、モウセンゴケ、トキ
ソウなどが群生する美しい草原。

あたり一面が霧で覆われたと思う

と、スーツと霧が切れ、美しい草

原と山々が浮び上がります。

　ここは、小松原湿原の飛び地の

1つですが、今までにおそらく人
が訪ずれたことがないと思います。

美しい湿原をいつまでも残したい
ものです。

一
日
交
通
課
員
を
体
験

　
「
シ
；
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」

　
郡
市
内
の
小
学
生
が
、
一
日

交
通
課
員
と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
中
里
村
か
ら
は
、
十
一

人
が
参
加
し
、
は
じ
め
て
の
体

験
に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

りo

ざ富タ“これ

大
い
に
ハ
ッ
ス
ル
大
い
に
笑
い

りりりoリワリワ

壷4鮪繊
　
／

老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
「
ウ
ム
…
…
思
っ
た
所
に
ボ

ー
ル
が
こ
ろ
が
ら
な
い
」
　
「
ア

ツ
ダ
メ
ダ
」
真
剣
な
表
情
が
急

に
ゆ
る
み
ま
す
。
ど
の
お
年
よ

り
も
全
神
経
を
集
中
し
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
七
日
、
中
里
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
宮
中
村
民
グ

ラ
ン
ド
で
開
か
れ
お
年
よ

り
百
五
十
人
が
参
集
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
雨

で
開
会
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
お
年
よ
り
た
ち
の

熱
意
が
天
に
通
じ
て
か
雨

も
や
み
熱
戦
が
繰
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
、
ル
ー
ル
を
知
ら

な
い
人
も
多
く
至
る
所
で

珍
プ
レ
ー
が
続
出
し
、
観

客
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　
朝
飯
前
に
も
練
習
を
し
て
い

る
人
も
お
り
、
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

☆
成
積

　
一
位
　
共
和
会
（
宮
中
）

　
二
位
　
上
山
老
人
ク
ラ
ブ

　
三
位
　
通
り
山
老
人
ク
ラ
ブ

▲相手の玉を還くへ、頭を使います

ゆリワリ9リワリワリリリワリワリワリワリワリワリワリリリワ

新蕊雛，愚蟄1
ざん（田沢）

㈱
観
麗
畢

騨
豪
亀
正
文

羅
聾
謙

ワ
　
　
　
◆
ワ

リ

なじょしょもね……どうしよう

　　　　　　　　　　　もない

なぜる………………なでる

ねら…・・……………・おまえたち

ねつい………………てし、ねい

のっとい……………あたたかい

のめしこく…………なまけもの

ねやんか……………ないのか

「方言の研究」から清津峡（小）土倉分校作

出耀灘lll驚i灘鶴羅響翻
たのが交際のはじまりです・　　i新婚生活1ま……◆いいもんですね一・家1こ

第一印象は……◆きれいな人だな一と思いi帰るのが楽しみです講口らないことだ

　ました。曽落ち着いた感じなので、まさ　i　らけで、とまどうことが多いですが・み

　か、独身だとは思いませんでした。　　　i　んなが良くしてくれるので幸せです。

結婚を決意したのは……◆とにかく人の気i目下の目標は・一◆早く可愛いし’赤ちゃん

　持を大事にしてくれるところです。Φいi　がほしいですね。ワ期待にこたえて2人

　つも同じなんですよ。気持が平でやさし　i　くらいはガンバリます。

　いところですね。
ワリワリ¢リワリワリワリoりQリワリq）リワリワリワリワリワリワリリリワリワリワリワリリリワリq）りりリワリワリ

6
3
3
3
3
ひ
2
2
3
2
2
9
3
3
蓼
3
蓼
客
客
客
㌔

蟻

騰

・雛、醜灘

「
棄
毎

鍵
　
κ該

・

畿
叢
轟
欲
匹
、
　
、
・
、
叢
、
諏

八
月
三
十
日
～
九
月
五
日
ま
で

　
建
物
防
災
週
間
で
す

　
あ
な
た
の
所
有
、
管
理
し
て

い
る
建
築
物
に
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

一
、
非
常
口
の
扉
が
さ
び
つ
い

　
て
い
た
り
し
て
そ
の
役
目
を

　
果
さ
な
い
。

二
、
避
難
の
た
め
の
通
路
が
ふ

　
さ
が
っ
て
い
る
。

　
土
木
事
務
所
の
人
が
防
災
査

　
察
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
要

　
請
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
協

　
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

No。　337　59．8．10ご◎’マ広報噸（”）

若
人
大
い
に
飲
み
語
り
合
う
若
人
納
涼
大
会

清
津
峡
山
開
き

　
清
津
峡
ま
つ
り
の
前
夜
、
清

津
峡
温
泉
で
は
、
母
な
る
川
清

津
川
、
聖
な
る
泉
清
津
峡
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
い
と
う
だ
　
い

し
感
謝
す
る
た
め
に
、
採
灯
大

ニ
　
　
ヨ

護
摩
（
火
を
た
き
災
や
悪
業
を

焼
き
減
す
儀
式
）
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
清
津
峡
温
泉
の
人

た
ち
が
清
津
峡
の
山
開
き
と
、

み
な
さ
ん
の
安
全
と
繁
栄
を
願

っ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
第
一
回
若
人
納
涼
大
会
が
七

月
十
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
：
で

開
か
れ
若
い
独
身
男
女
約
七
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

中
里
農
協
が
村
内
の
若
者
の
交

流
を
目
的
と
し
て
企
画
し
た
も

の
で
す
。

　
納
涼
大
会
の
ス
タ
ー
ト
は
、

村
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
、

　
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
バ
ン
ド
（
代

　
表
池
田
克
人
さ
ん
）
の
演
奏
で

　
幕
を
開
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
山
本
組
合

　
長
は
「
農
協
の
認
識
を
新
た
に

　
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
若

　
い
み
な
さ
ん
が
中
里
村
が
ど
う

　
あ
る
べ
き
か
を
語
り
合
い
、
有

　
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
し
て
ほ

す
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
　
　
　
参
加
し
て
い
た
若
い
人

い
憾
た
ち
は
「
き
か
農
協
が

蔽
駿
楚
励
鷺
鵬
鞍

ばれ
　
　
里
村
に
住
ん
で
い
て
も
顔

鴛
を
合
せ
る
き
っ
か
け
が
な

が
　
　
い
の
で
と
て
も
よ
い
こ
と

者若
　
　
だ
」
「
つ
づ
け
て
ほ
し
い
」

▲
　
　
と
大
好
評
で
し
た
。

得
餐
翻
繍
魏

〔
・
マ

　
鐙

画轡一
わ
ヵ

ノ
／
－
ー
＼

〆
，．／・◎

％

斉喜みどりさん（倉俣小）

善
陸
上
大
会
の
八
百
屑
で
二
位
に
な

り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
直
前
は
、
心

臓
の
鼓
動
が
耳
に
聞
え
る
ほ
ど
緊
張

し
ま
す
が
、
ス
タ
ー
ト
の
ピ
ス
ト
ル

の
音
が
鳴
っ
た
と
た
ん
「
負
る
も
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

か
」
と
一
心
に
走
り
ま
す
。

　
早
く
走
る
た
め
に
は
、
先
生
の
言

う
こ
と
を
良
く
聞
い
て
練
習
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
来
年
中
学
校
へ

進
ん
で
も
陸
上
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

もし道路だったら交通事故に

　「ホラ、合図が無いぞ」指導員の大きな声

が飛びます。これは7月12日、田沢小学校で行

われた自転車教室の模様です。小学校では、

国道を乗ってはいけないこともあづて、信号

機のある交差点の右折の仕方が正しくできな

い子どもがほとんどでした。自転車は手軽で

便利な乗り物ですが、誤った乗リ方をすると

大変危険です。十分注意しましょう。

▲発進の際は確実に後方確認を

ポン

　
「
放
水
始
め
」
「
ヨ
シ
」
速
さ
と
正

確
さ
を
競
い
消
防
団
員
が
キ
ビ
キ
ビ

と
動
き
回
り
ま
す
。
七
月
二
十
九
日

十
日
町
市
の
生
鮮
市
場
で
第
十
三
回

新
潟
県
消
防
協
会
、
中
魚
沼
地
区
支

会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
村
か
ら
は
、
予
選
で
勝
っ

た
自
動
車
部
と
干
溝
チ
ー
ム
（
嚢
ン
プ
）

が
出
場
し
ま
し
た
。
成
績
は
、
自
動

車
分
団
優
勝
、
干
溝
チ
ー
ム
三
位
と

大
健
闘
し
ま
し
た
。
団
員
た
ち
は
、

ニ
カ
月
に
及
ぶ
練
習
か
ら
よ
う
や
く

解
放
さ
れ
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　
飯
山
線
四
十
周
年
記
念
の
一
環
と

し
て
、
夏
休
み
母
と
子
の
飯
山
線
の

旅
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
野
か
ら
飯

山
線
の
旅
を
楽
し
ん
で
き
た
親
子
連

れ
に
、
越
後
田
沢
駅
で
、
特
産
品
の

リ
ア
ト
リ
ス
を
一
本
づ
つ
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
飯
山
線

よ
、
昭
和
十
九
年
六
月
一
日
　
飯
山

鉄
道
が
信
濃
電
力
鹿
渡
発
電
所
建
設

の
た
め
に
作
っ
た
鉄
道
を
国
鉄
が
買

収
し
た
も
の
で
す
。
飯
山
線
は
、
長

野
県
と
新
潟
県
を
結
ぶ
重
要
路
線
と

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

▲花につつまれ大好評


